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会
　
　
計

公
正
価
値
測
定
の
国
際
的
整
合

性
の
取
組
み
の
具
体
的
進
め
方
、

議
論
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
、総
合
的
な
判
断

で
受
入
れ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
作
業
部
会

金
　
　
融

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、英
文
に
よ
る
情

報
提
供
に
関
す
る
論
点
、報
告

─
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

去
る
４
月
23
日
、
金
融
審
議
会
は

第
５
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ（
座
長
：
神
田

秀
樹
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）を
開
催
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
ァ
ラ
ロ
ン
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
米
運
用
会
社
）、
イ
ン

ダ
ス
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ（
米
運
用
会
社
）、
カ
ナ
ダ
年
金
基

金
投
資
委
員
会
か
ら
、
日
本
の
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

経
営
陣
の
報
酬
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
比
率
を
高
め
て
開
示
す
る
こ
と
、

投
下
資
本
や
資
本
コ
ス
ト
に
関
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
、
重
要
な
契
約

を
開
示
す
る
こ
と
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
深
化
な
ど
日
本
企
業

に
対
し
て
求
め
る
事
項
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
次
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。

①　
事
業
報
告
等
の
記
載
事
項
を
含

む
有
価
証
券
報
告
書
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
開
示
を
、事
業
報
告
等
の
提
供

方
法
の
１
つ
と
す
る
こ
と

②　
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
上
の
開
示
書
類

の
縦
覧
期
間
を
延
長
す
べ
き
か
ど

う
か

③　
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
利
便
性
向
上

の
た
め
に
は
、他
に
も
取
り
組
む
べ

き
事
項
が
あ
る
か

①
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
改
正
の
議

論
に
お
い
て
株
主
総
会
資
料
の
電
子

提
供
制
度
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
金
融
庁
は
事
業
報
告
等
と
有
価

証
券
報
告
書
の
一
体
化
を
よ
り
容
易

に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
で
株
主
総
会
前
に
事
業
報
告
等

の
記
載
事
項
を
含
む
有
価
証
券
報
告

書
を
金
商
法
上
の
書
類
と
し
て
開
示

す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
会
社
法
上
の

電
子
提
供
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
意
見
を
示
し
た
。

英
文
に
よ
る
情
報
提
供

英
文
に
よ
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
上
で
財
務
諸
表

本
表
を
英
語
表
示
す
る
こ
と
、
企
業

が
任
意
に
英
訳
し
た
有
価
証
券
報
告

書
を
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
英
語
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ

と
等
の
論
点
が
提
起
さ
れ
た
。

今
回
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
英
文
に

よ
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
金
融
庁

か
ら
の
資
料
に
つ
い
て
の
説
明
の
み

で
、議
論
は
次
回
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

去
る
４
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
６
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
金
融
商
品
の
公
正
価
値

測
定
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び

開
示
に
つ
い
て
日
本
基
準
を
国
際
的 

に
整
合
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

の
取
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
会

計
基
準
等
の
構
成
と
基
準
開
発
の
進

め
方
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

会
計
基
準
の
構
成

会
計
基
準
の
構
成
に
つ
い
て
、
次

の
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
時
価
の
定
義
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
関
連
す
る
会
計
基
準
の
構
成

に
つ
い
て
は
、時
価
に
関
す
る
会
計

基
準
な
ら
び
に
適
用
指
針
を
開
発

す
る
。

②　
①
の
よ
う
に
開
発
す
る
場
合
、次

の
よ
う
に
対
応
す
る
。

ⅰ　
実
務
対
応
報
告
10
号「
種
類
株
式

の
貸
借
対
照
表
価
額
に
関
す
る
実

務
上
の
取
扱
い
」お
よ
び
25
号「
金

融
資
産
の
時
価
の
算
定
に
関
す
る

実
務
上
の
取
扱
い
」を
一
部
修
正
ま

た
は
削
除
を
す
る
。

ⅱ　
金
融
商
品
実
務
指
針
、金
融
商
品

Ｑ
＆
Ａ
の
時
価
に
関
す
る
定
め
の

削
除
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
依
頼
す
る
。

③　
時
価
に
関
す
る
開
示
に
係
る
会

計
基
準
を
新
規
に
定
め
ず
に
、企
業

会
計
基
準
適
用
指
針
19
号「
金
融
商

品
の
時
価
等
の
開
示
に
関
す
る
適

用
指
針
」を
改
正
す
る
。

④　
用
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
、「
公

正
価
値
」を
用
い
ず
、「
時
価
」を
用

い
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
金
融
商
品
の

時
価
と
非
金
融
商
品
の
時
価
は
似
て

非
な
る
も
の
で
は
な
い
か
。
同
じ
用

語
だ
と
混
乱
す
る
」な
ど
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

基
準
開
発
の
進
め
方

基
準
開
発
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

次
の
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

①　
時
価
の
定
義
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号

「
公
正
価
値
測
定
」の
内
容
を
す
べ

て
取
り
入
れ
て
、そ
の
う
え
で
実
務

上
配
慮
す
べ
き
項
目
を
検
討
す
る
。

②　
時
価
に
関
す
る
開
示
に
つ
い
て

は
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号
と
整
合
性
を
図

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
り
、検
討
が
必
要
。

去
る
４
月
23
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
43
回
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
エ
ン

ド
ー
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
作
業
部
会

を
開
催
し
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」

現
在
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
は
修
正

国
際
基
準
公
開
草
案
６
号
の
文
案
の

全
体
を
準
備
し
て
お
り
、
今
回
は
コ

メ
ン
ト
募
集
の
文
案
等
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。

コ
メ
ン
ト
募
集
の
文
案
に
は
、

「（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
に
つ
い
て
）各
論

点
の
検
討
を
総
合
的
に
判
断
し
、
こ

れ
ま
で
修
正
国
際
基
準
に
お
い
て
は

『
削
除
ま
た
は
修
正
』を
行
っ
た
項
目

ほ
ど
の
重
要
な
問
題
は
認
識
さ
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
16
号
に
つ
い
て『
削
除
ま
た
は

修
正
』を
行
わ
ず
に
受
入
れ
可
能
と

判
断
し
た
」と
の
記
述
が
あ
り
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
各
論
点
に
つ
い
て
個

別
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
総
合

的
に
判
断
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
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フラッシュ

監査品質の
指標と対話
監査品質の
指標と対話

会計・監査の
“現場感”

メ
ン
バ
ー
の
専
門
知
識
の
ほ
か
、
使

命
感
、リ
ス
ク
感
覚
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
、
チ
ー
ム
内
で

の
自
由
な
議
論
な
ど
、
い
わ
ば
定
量

情
報
で
は
表
現
で
き
な
い「
現
場
力
」

と
感
じ
て
お
り
、
そ
の
点
で
Ａ
Ｑ
Ｉ

は
腹
落
ち
し
な
い
面
も
あ
る
。
し
か

し
、
監
査
チ
ー
ム
の「
現
場
力
」を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
法
人
の
施
策
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
重
要
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｑ
Ｉ
の
多
く
の
項
目
に
理
想
的

な
数
値
は
な
い
。
監
査
法
人
の
規
模

に
よ
り
人
員
構
成
、
組
織
体
制
、
品

質
管
理
や
人
材
育
成
に
関
す
る
枠
組

み
も
異
な
る
か
ら
だ
。
監
査
業
界
か

ら
は
指
標
が
単
純
比
較
さ
れ
、
そ
れ

が
一
人
歩
き
し
、
誤
解
を
生
む
の
で

は
な
い
か
、
と
の
懸
念
も
あ
る
よ
う

だ
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
懸
念
は
、

ど
の
業
界
な
い
し
分
析
で
も
程
度
の

差
こ
そ
あ
れ
同
じ
で
あ
り
、む
し
ろ
、

指
標
の
意
味
を
丁
寧
に
説
明
し
、
法

人
の
取
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
。

粉
飾
決
算
と
い
う
有
事
に
際
し
て

も
、
監
査
人
は
監
査
先
企
業
に
対
す

る
守
秘
義
務
を
理
由
に
監
査
の
過
程

で
何
が
あ
っ
た
の
か
を
コ
メ
ン
ト
す

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

平
時
の
と
き
か
ら
Ａ
Ｑ
Ｉ
な
ど
を
通

じ
て
、
利
害
関
係
者
と
の
適
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
（
公
認
会
計
士　

布
施
伸
章
）

て
い
る
。
報
告
書
に
監
査
品
質
の
維

持
・
向
上
施
策
等
の
定
性
情
報
の
ほ

か
Ａ
Ｑ
Ｉ
と
い
う
定
量
情
報
が
加

わ
れ
ば
、
具
体
的
、
説
得
的
な
内
容

に
な
り
、
利
害
関
係
者
の
理
解
が
深

ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的

な
指
標
と
し
て
は
、
職
位
別
人
員

構
成
、
品
質
管
理
業
務
の
人
員
数
、

年
間
執
務
時
間
、
研
修
時
間
、
外

部
機
関
に
よ
る
検
査
結
果
、
法
人

内
部
で
の
検
証
結
果
な
ど
法
人
全

体
に
関
係
す
る
13
項
目
が
含
ま
れ

て
い
る
。

後
者
は
各
監
査
チ
ー
ム
が
監
査

先
企
業
の
監
査
役
会
等
に
個
別
・

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
監
査
チ
ー
ム
の
監
査

時
間
と
上
位
者
の
関
与
時
間
、
メ

ン
バ
ー
の
構
成
と
経
験
な
ど
監
査

チ
ー
ム
に
関
係
す
る
６
項
目
が
含

ま
れ
て
い
る
。

監
査
法
人
は
こ
れ
ら
の
項
目
な

ど
、
適
切
な
指
標
を
選
択
し
て
説

明
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
監
査
の
品
質
に
最
も
影

響
の
あ
る
要
因
は
、
監
査
チ
ー
ム

適
正
な
財
務
報
告
を
担
保
す
る
監

査
の
品
質
は
、
資
本
市
場
に
お
い
て

重
要
だ
。
そ
の
監
査
品
質
は
外
部
か

ら
み
る
こ
と
は
難
し
く
、
企
業
の
粉

飾
決
算
が
発
覚
し
て
初
め
て
監
査
の

品
質
は
低
か
っ
た
の
で
は
、
と
い
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
監
査
の

品
質
を
直
接
把
握
で
き
な
く
て
も
、

そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
要
因
を
想
定

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の

要
因
を
代
理
変
数
と
し
て
監
査
の
品

質
を
間
接
的
に
で
も
把
握
し
、
監
査

品
質
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
そ
れ

ら
の
開
示
に
よ
っ
て
監
査
人
選
定
の

判
断
材
料
の
１
つ
と
す
る
取
組
み
が

欧
米
を
中
心
に
始
ま
っ
て
い
る
。

本
年
３
月
に
日
本
公
認
会
計
士
協

会
か
ら「
監
査
品
質
の
指
標（
Ａ
Ｑ

Ｉ
）に
関
す
る
研
究
報
告
」（
公
開
草

案
）が
公
表
さ
れ
た
。
本
研
究
報
告

は
、
海
外
で
の
取
組
み
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
を
通
じ
て
、
監
査

法
人
の
監
査
品
質
の
向
上
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て
利
害
関
係
者（
監

査
先
企
業
の
監
査
役
お
よ
び
経
営

者
、
財
務
諸
表
利
用
者
、
監
督
当
局

等
）の
理
解
を
促
進
し
、
監
査
人
と

の
、
よ
り
建
設
的
な
対
話
に
資
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

研
究
報
告
で
は
、
Ａ
Ｑ
Ｉ
項
目
を

監
査
法
人
レ
ベ
ル
と
監
査
チ
ー
ム
レ

ベ
ル
に
分
け
て
い
る
。
前
者
は
、
最

近
、
大
手
監
査
法
人
を
中
心
に
公
表

さ
れ
は
じ
め
た「
監
査
品
質
に
関
す

る
報
告
書
」へ
の
記
載
が
想
定
さ
れ

「
総
合
的
な
判
断
と
し
て
エ
ン
ド
ー

ス
メ
ン
ト
す
る
と
い
う
記
述
は
説
明

不
足
で
あ
り
、
違
和
感
を
覚
え
る
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
事
務
局
か
ら

「
文
案
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
す
る
」

と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

関
連
会
社
お
よ
び
共
同
支
配
企
業

に
対
す
る
長
期
持
分

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
関
連
会
社
お
よ
び

共
同
支
配
企
業
に
対
す
る
長
期
持
分

の
会
計
処
理
に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
28
号

を
改
訂
し
、
関
連
会
社
等
に
対
す
る

金
融
商
品
で
あ
っ
て
持
分
法
の
適
用

を
受
け
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
減
損

に
関
す
る
要
求
事
項
を
含
む
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
明

確
化
し
た
。
本
改
正
に
よ
り
、
関
連

会
社
等
に
対
す
る
長
期
持
分
に
係
る

損
失
の
二
重
計
上
の
問
題
が
顕
在
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
追
加
の
エ
ン

ド
ー
ス
メ
ン
ト
手
続
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
、

「
本
改
正
を
通
じ
て
長
期
持
分
に
対

す
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
の
適
用
関
係
が

明
確
に
さ
れ
た
一
方
、
長
期
持
分
に

係
る
損
失
に
関
し
て
異
な
る
要
求
事

項
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
重
複
し
て
取
り
込
ま
れ
た
損
失

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
の
対
応

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
最
終
化
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、

懸
念
は
残
る
も
の
の
、こ
れ
ま
で『
削

除
ま
た
は
修
正
』を
行
っ
た
項
目
ほ

ど
重
要
な
問
題
は
認
識
さ
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
、
本
改
正
に
つ
い
て
受
入

れ
可
能
」と
の
判
断
を
示
し
た
。

金
　
　
融

同
床
異
夢
の
日
米
通
商
交
渉

日
米
首
脳
会
談
が
４
月
17
、
18
日

に
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
の
パ
ー

ム
ビ
ー
チ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
首
脳

会
談
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
１
つ

は
６
月
上
旬
に
も
開
催
の
可
能
性
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
米
朝
首
脳
会

談
に
向
け
た
日
米
の
協
調
体
制
の
確

認
で
、
も
う
１
つ
は
、
日
米
間
で
新

た
な
貿
易
の
枠
組
み
を
作
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

事
前
の
報
道
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
会
談
に
先
立
っ
て
、
日
本
を

名
指
し
し
た
妥
協
の
な
い
態
度
を
み

せ
た
た
め
、
厳
し
い
結
果
を
懸
念
す

る
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
と

し
て
は
、
対
北
朝
鮮
で
は
こ
れ
ま
で

の
日
米
首
脳
会
談
と
同
様
に
、
日
米

間
の
安
全
保
障
面
の
協
調
体
制
を
確

認
し
た
の
み
で
、
通
商
問
題
も
こ
の

場
で
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
す
よ

う
な
内
容
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。

焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）を
交
渉
の

基
準
と
し
た
い
日
本
側
と
、
２
国
間

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ

側
の
せ
め
ぎ
あ
い
だ
っ
た
。
日
本
側
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フラッシュ
この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等

日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2018年
4月16日

大法人の電子申告の義務
化の概要について 国税庁

平成30年度税制改正で「電子情報処理組織による申告の特例」が創設されたこと
を受け、大法人の電子申告の義務化の概要が示されている。なお、これらの情報に
ついては随時更新予定とのこと。
http://www.e-tax.nta.go.jp/hojin/gimuka/index.htm

―

2018年
4月20日

金融審議会ディスクロー
ジャーワーキング・グルー
プに係る意見募集につい
て

金融庁

ワーキング・グループにおける検討事項（①「財務情報」および「記述情報（非財務
情報）」の充実、②建設的な対話の促進に向けたガバナンス情報の提供、③提供情
報の信頼性・適時性の確保に向けた取組み、④その他の課題）について、投資家の
適切な投資判断や企業との建設的な対話を行うべく、どのような情報が必要であ
るか等、さまざまな視点から幅広く意見を募集している。コメント期限は2018年
5月19日まで。
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/disclose_wg/comments.html

―

証
　
　
券

日
本
市
場
も
政
治
の
季
節
、揺
ら

ぐ
安
倍
政
権

の
要
求
内
容
は
、
先
月
発
動
さ
れ
た

鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
輸
入
制
限

を
外
す
こ
と
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
枠
組
み
が
前
提
で
あ
る
と
し

て
、応
じ
る
姿
勢
を
み
せ
な
か
っ
た
。

結
局
、
日
本
は
こ
う
し
た
意
図
を

示
す
か
の
よ
う
に
、
経
済
産
業
相
で

は
な
く
茂
木
経
済
財
政
・
再
生
相
と

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
米
通
商
代
表
部

（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）代
表
に
よ
る
新
通
商
協

議
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
も
内
容
を
麻
生
副
総
理

と
ペ
ン
ス
副
大
統
領
に
報
告
す
る
形

に
留
ま
り
、
問
題
の
先
送
り
と
も
取

れ
る
結
果
に
な
っ
た
模
様
だ
。

貿
易
収
支
の
不
均
衡
は
、
国
内
景

気
が
過
熱
気
味
で
あ
れ
ば
赤
字
拡
大

に
、
不
景
気
で
あ
れ
ば
黒
字
拡
大
の

方
向
に
動
く
た
め
、
マ
ク
ロ
的
に
み

れ
ば
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
な
る
。
貿

易
収
支
だ
け
で
損
得
を
論
じ
る
の

は
、
政
治
家
が
個
別
の
支
持
層
向
け

の
ア
ピ
ー
ル
を
考
え
て
い
る
だ
け
だ

と
い
わ
れ
て
も
弁
解
の
余
地
が
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

も
２
期
目
を
目
指
す
と
す
れ
ば
、
今

回
は
結
論
が
先
送
り
に
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
う
し
た
圧
力
は
続
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

日
本
は
、
こ
の
通
商
問
題
に
限
っ

て
は
、
対
米
で
中
国
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟

各
国
と
連
携
を
強
め
ざ
る
を
得
な
く

な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
と
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
発
の
政
治

問
題
に
注
目
し
、
ト
ラ
ン
プ
・
リ
ス

ク
に
警
戒
を
発
し
て
き
た
が
、
安
倍

政
権
も
内
政
に
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

ぎ
、
決
し
て
安
心
で
き
な
い
情
勢
に

な
っ
て
き
た
。相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
は
、

内
閣
総
辞
職
に
値
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
強
と

称
さ
れ
る
安
倍
政
権
に
対
峙
す
る
野

党
に
と
っ
て
、
鬱
憤
ば
ら
し
に
格
好

の
機
会
が
訪
れ
た
。

株
式
市
場
と
し
て
は
、
企
業
収
益

に
関
係
の
深
い
働
き
方
改
革
、
日
米

貿
易
摩
擦
再
燃
な
ど
に
適
切
に
対
応

し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
現
実
の

政
治
は
簡
単
に
は
進
ま
な
い
。
皮
肉

な
が
ら
中
国
、
北
朝
鮮
な
ど
の
独
裁

政
治
が
う
ら
や
ま
し
く
思
え
る
ほ
ど

だ
。ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
媚
薬
効
果
に
過

ぎ
な
い
と
い
っ
た
厳
し
い
批
判
が
あ

る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、

日
銀
・
黒
田
総
裁
と
手
を
携
え
て
、

異
次
元
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
為
替
相

場
を
円
安
に
反
転
さ
せ
、
企
業
マ
イ

ン
ド
を
テ
コ
入
れ
し
、
株
価
の
水
準

訂
正
を
実
現
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
評
価
に
値
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
安

倍
政
権
が
終
わ
り
と
な
れ
ば
、
株
価

の
受
け
る
打
撃
は
大
き
い
。

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
相
変
わ

ら
ず
で
、
11
月
の
中
間
選
挙
を
意
識

し
た
行
動
が
ま
す
ま
す
目
立
つ
。
貿

易
赤
字
の
大
き
な
産
業
を
テ
コ
入
れ

し
、
そ
れ
に
関
係
す
る
白
人
労
働
者

層
の
支
持
を
固
め
、
広
げ
た
い
。
そ

こ
で
貿
易
赤
字
の
相
手
国
に
挑
戦
的

な
無
理
難
題
を
吹
き
か
け
る
。
日
本

に
対
し
て
も
、２
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自

由
貿
易
協
定
）を
持
ち
だ
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法
で
は
、
ア

メ
リ
カ
へ
の
信
頼
は
低
下
す
る
一
方

だ
。
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
自

分
の
意
に
沿
わ
な
い
企
業
を
直
接
名

指
し
で
攻
撃
す
る
と
い
っ
た
大
統
領

に
あ
る
ま
じ
き
態
度
を
一
向
に
改
め

よ
う
と
し
な
い
。

当
面
の
政
治
的
焦
点
で
あ
る
、
北

朝
鮮
と
の
直
接
対
話
、
米
朝
首
脳
会

談
が
迫
っ
て
き
た
。
会
談
の
予
測
情

報
も
真
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
こ
う

な
る
と
、
会
談
の
結
果
が
よ
ほ
ど
サ

プ
ラ
イ
ズ
を
伴
わ
な
い
と
、
株
式
市

場
は
さ
し
て
反
応
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

日
米
と
も
に
政
治
の
季
節
、
両
国

の
株
価
が
調
整
色
を
振
り
払
っ
て
、

出
直
し
と
な
る
に
は
な
お
時
間
が
必

要
な
よ
う
だ
。

経理用語の豆知識
のれんの減損

のれんを認識した取引について取得された事業の単位
が複数である場合には、のれんの帳簿価額を合理的な基
準に基づき分割する。分割されたそれぞれののれんに減
損の兆候がある場合の減損損失を認識するかどうかの判
定は、のれんが帰属する事業に関連する資産の複数のグ
ループにのれんを加えたより大きな単位で行う。

のれんを含む、より大きな単位について減損損失を認
識するかどうかを判定するに際しては、のれんを含まない
各資産グループにおいて算定された減損損失控除額の帳
簿価額にのれんの帳簿価額を加えた金額と、割引前将来
キャッシュ・フローとの総額を比較して算定する。

のれんの帳簿価額を当該のれんが帰属する事業に関
連する資産グループに合理的な基準で配分することがで
きる場合は、のれんの帳簿価額を各資産グループに配分
したうえで減損損失を認識するかどうか判定することがで
きる。


